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全体を通して（事業所の優れている点、独自に工夫している点など）

◇特に評価の高い点
　
　本部体制の変更に伴い施設管理から法人経営と経営戦略を転換され、その一環として今回第三者評価を受
審されたことは改革への積極的な第一歩と高く評価します。また、事前に提出された自己評価票では、率直に
自己評価をされている印象があり、たいへん好感が持てます。
　利用者支援に関しては、職員は与えられた使命に真摯に取り組んでおられます。限られた環境の下、職員の
働きやすい職場環境づくりに努め、避難訓練など利用者の安全管理・日常生活支援が多職種連携・協働の下、
適切に実施されています。また、地域の清掃活動を行うなどして、利用者と地域との関わりを大切にされている
ことは、利用者の生活に気持ちの張りと充実感をもたらしているものと評価します。

◇改善を求められる点

　建物の改修・改善が大きな課題です。利用者の住環境の整備が急がれます。
　人材の確保・養成では、組織が求める人材のあるべき姿を明確に示し、一人一人の職員についての具体的な
教育・研修計画を策定し、それを計画的に実践されることが施設の将来にとって重要かと思われます。管理者
の、施設整備に関する、そして人材育成に関する、施設の将来を見通したリーダーシップの発揮を期待します。
　自分たちの抱えている問題点や取り組むべき課題についてよく承知していると思われますので、今後はそられ
の課題への組織としての積極的な取組、評価、見直しの実践を期待します。
　

　設置３０年目を迎える節目として、今回初めて受審させていただきました。
　利用者にとってより良い環境づくりを目指しておりますが、建物の老朽化からハード面で様々に用途
制限されているのが現状です。今回、自己評価以上の高評価を頂けたということで、報われたと感じる
とともに、さらなる努力を心に期するところであります。
　課題については、ひとつひとつ丁寧に説明していただけたこともあり、改善への糸口を発見すること
ができました。しっかりと検証して、利用者がよりよい生活を送ることができるよう改善に取り組んでま
いります。
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ａ 5 ｂ 5 ｃ 2 Ｎａ

ａ 7 ｂ 8 ｃ 7 Ｎａ

ａ 6 ｂ 12 ｃ 4 Ｎａ

ａ 15 ｂ 14 ｃ 2 Ｎａ

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅳ　良質な個別サービスの実施

　利用者の日常生活上の自立支援及び健康管理については、個別支援計画に基づき適切に対応しています。
　生活環境面において、特にプライバシー保護に関しては建物の老朽化もあり、十分には対応できていません。
しかしながら、4人部屋という限られた面積・部屋数にあって、利用者の尊厳を保持する職員の努力は高く評価
します。
　食事はおいしく、楽しく食べる工夫がなされています。今後はより快適な喫食環境の提供・改善への努力が望
まれます。
　利用者のエンパワメントの理念に基づくプログラムを増やすなど、豊かで活力のある個別サービスの実践を期
待します。

　理念や基本方針は明文化されています。しかし、それは職員や利用者・家族などの周知されていることが重要
です。今後はそれらの分りやすい説明を心掛け、あらゆる機会を通じて職員・利用者等への周知を徹底していく
ことが必要です。それは事業計画に関しても同様です。
　管理者は自身の役割と責任を十分理解し、職員に対し表明しています。今後は福祉の質の向上や経営や業
務の効率化や改善といった取組へのリーダーシップの発揮を期待します。

　組織としての求める人材を具体的に示し、職員の教育・研修に関する基本姿勢に基づいた職員一人一人の資
質向上につながる教育・研修計画の策定が望まれます。そうした計画の実施、評価、見直しを行う人材育成の
ための体制を構築し、実践されることを期待します。
　実習生の受け入れについては積極的ですので、今後もその育成に尽力していただきたい。利用者の安全確保
への取り組みも徹底しています。
　地域との交流・連携は、施設のハード面や立地環境での制約もあり十分とはいえませんが、その中においても
よく取り組まれています。今後も利用者のためにも、開かれた施設への努力を継続されることが望まれます。
　なお、外部監査の導入、人事考課の導入、そして積極的な運営内容の開示は今後の検討すべき課題です。

　各種マニュアルを整備し、個別支援計画に基づいたサービスが提供されています。今後は、サービス計画策
定責任者を明確にし、利用者の状況変化時に速やかに対応できるシステム確立等、ＰＤＣＡが的確に機能する
体制を整備されることを期待します。
　利用者満足につなげる仕組みは、月2回開催される座談会・嗜好調査・レクリエーション会議・個別面談等を通
じて確立しています。その中で、利用者の意見への迅速な対応、また、意向をしっかりと伝えられない利用者に
対する支援などの体制及び環境作りにさらに努力していくことが望まれます。
　今回の第三者評価受審の経験を踏まえ、今後の、より一層のサービスの質の向上に向けた体制整備への組
織的な取り組みを期待します。
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